






















 
 
 
 
 
急に寒くなったが、まだこのま

ま一直線ということにはならない

だろう。天気だけは、数日程度前

の当たる確率は高いが、長期予報

は来てみないとあてにならない。 
 
１．「商い」と「飽きない」の相関関係 

 
久しぶりに、なるほどと思った。

50年問も飽きもせず、離婚もせず
に、また、35 年間倒産もせずに、
祝賀会を迎えることができたとい

うのは岡山グランドホテルの粂井

正雄社長のあいさつ文。さらに、

本人いわく、「ホテル業が好きだ」。

確かに、「好きこそ、ものの上手な

れ」といいますから、好きなこと

が長続きの秘訣でしょう。また、

商いに熱心になれるから、仕事に

飽きないのです。だから「商い」

は「飽きない」に通じるというこ

とです。いいことを言いいますね。 
私ごとになりますが、やはり不

動産鑑定業が好きで自分には、向

いているようです。ざらに、その

延長線上に「まちづくり」がある

のかもしれません。 
不動産を鑑定する前に、人間の

鑑定ができなければ、本当の鑑定 

 
 
 
 
 
士とは言えないでしょう。人情の

機徴を理解し、人間を観察するこ

とにより、真実は何かを知る努力

がいるようです。物の価値判断よ

り、人物評価の方が難しいように

思えます。 
 
２．老舗の倒産にショック。 

 
アメリカにかぶれた竹中大臣が、

何がなんでも不良債権処理に走る

ことになれば、日本経済の再生は

あるのだろうか？良く分からない。 
バブル崩壊による不良債権処理

はおおむね終了している。今は不

況型倒産なのである。経済の回復

ができないままで、さらに処理を

加速すればどうなるのか。株安と

不動産が大量に市場に出回り下落

を続けることになり、不良債権が

増大することは予測するに堅い。

ふたことめには「総理が…」と言

う。大臣なのだから自分の判断で

やるべきだ。「虎の威を借る狐」と

同じ。アメリカに日本を売ること

になるのは自明の理だ。ひと山な

んぼのただ同然で手にいれた土地

に建物を建て不動産証券化により

小口債権に分割して売り抜けて金 
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をたんまり儲けている外国資本が

いる。これを称してハゲタカファ

ンドと呼ぶようだが、ますますそ

の気配がしてきた。 
最近は、老舗が不況により行き

詰まって倒産（民事再生手続申請

を含む）するケースが多い。 
そもそも、金融機関は、長期延

払いさせることにより企業活動を

支援してきたのであり、この原則

は、堅持してもらわないと困る。

貸し渋りや貸しはがしなど銀行等

が自己防衛のためにやると企業は

倒産の道しかない。日本型慣行を

基礎からダメだということになれ

ば、日本の経済は成り立たない。

平面的な考えのみで進むのではな

く、複眼的な見方で不良債権を処

理しなければならない。いつの時

代でも不良債権は発生するのであ

り、完全になくなることはありえ

ない。あるのが当たり前で、程度

の問題だ。竹中大臣は、このあた

りがボンボン学者で、実務経験が

なく、理解できないらしい。 
年末あるいは来春３月の年度末

には倒産の発生が心配だ。 

今年も一ヶ月足らずになりました。すでに来年のカレンダーが届いています。 
随時、送付させていただくようになりますが、もし失念するようでしたら、ぜひ御連絡下さい。 
今回から、当該経済レポートが、A4 版の横書きになりました。本の体裁も含めて新陳代謝を常
に心掛ける必要があるでしょう。私も向上心を旺盛にして、興味深くかつ面白い記事を書いてみた

いと思っています。 
向寒の候、お互いに身体には注意しましょう。 
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もういくつ寝るとお正月という

時期になった。元気の出るような

話は少なかった。来年は国民に希

望と勇気を与える年にして欲しい。 
 
１．ぶれない市政運営を 

 
 岡山県政については、よく書い

たが、今回は岡山市について書い

てみたい。市全体の職員間におけ

る意思の疎通が十分でない気がす

る。 
 たとえば、西大寺にある高校に

市有地を払い下げる件で、決算委

員会において不動産鑑定書の公開

がなされなかった。同校の代表者

は教育委員長の要職にあるそうだ

から、なおさらのこと透明、かつ、

公正さが求められる。 
 不動産鑑定書の公開は、既に岡

山市では全国に先立ち行われてい

る。丸之内中学校を岡山県に売却

した際に公開に踏み切っているの

だから、矛盾する対応で、納得が

いかない。委員会でも紛糾したそ

うだ。そもそも不動産鑑定士は資

格者として、報酬をいただいて鑑

定しているのである。裁判所の競

売では、ずっと以前から評価書は 

 
 
 
 
 
公表されている。もし公開される

のがいやなら不動産鑑定士は、受

託しなければよいのである。 
 本来、鑑定は鑑定であって叩き

台である。高くするか安くするか

は行政の判断であり、最終的には

政治責任に帰着するのである。 
 鑑定価格をうんぬんするより、

背後の問題にこそ論点があるよう

に思う。 
 あえて言うが、不動産鑑定士は

自己責任のもと信念に基づいて仕

事している。 
 
 ２．歴史は繰り返す 
 
 1930年代日本においては、５・
１５事件や２・２６事件が起こっ

た。暗い世相を背景に不満分子が

クーデターを起こしたのである。

また、１人１殺主義で政・財界の

要人暗殺を企画したり実行したの

である。 
 現在の日本を見るにつけ血気盛

んな若者は少ないようだが、リス

トラによる失業や企業倒産、日本

を外資に売る政策などが続く限り、

思い詰めて何をするか分からない

中年層の人が出ないという保証は 
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ない。 
 世界的に見れば、楽園と思われ

ているところで政治・宗教の対立

による爆弾テロが盛んに行われて

いるではないか。 
 日本でも、政界で狙われやすい

立場の人もいるように思う。警護

をしっかりする必要がある。 
 信念を持って事に当たるのはい

いことだが、自分は正しくて、抵

抗勢力の言うことは間違いだと主

張するのは、よろしくない。 
 学者は自説が絶対であるから、

それはそれでよいが、政治は相対

的なものである。立場が違えば、

考えも変わる。お互いに譲り合っ

てどうするのが国民の為になるか

を、考えなければならないのであ

る。どうも独善的な主張や行動が

目立つように思えてならない。 
 今後一層、資産デフレが長引き、

景気が後退する限り、一揆が起こ

りうるし、極端になれば、特攻隊

のごとく、自爆テロを行うものが

出ないとも限らない。 
 恐ろしい社会が、来るような予

感がする。早いところで、手を打

ってもらいたい。 
（14・12・6） 

今年の世相を表す漢字は「帰」でした。貴兄の場合はいかがでしょうか？ 私個人は、さしずめ

「早」というところ・・・。ただいま、年度末の事務処理等に追われていますが、事務所の体制固

めもひとまず整いましたので、来る年は、さらに事業を飛躍させたいと密かに狙っています。その

節には、ご協力の程お願い致します。行政は、市民オンブズマン的発想を担保に住民本位の方向ず

けで、前進する必要がありそうです。今年振り返ってみて、率直にそのように思いました。 
本年は、お世話になり本当にありがとうございました。感謝申し上げます。 
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